
- 59 - 

 

Ⅳ 学校研究 

１ 研究の概要 

 

（１） 研究主題 

   

 

 

 

 

（２） 研究仮説 

 

 

 

２ 研究の内容 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

「確かな学力をもち、人間性豊かに成長する児童の育成」 

 

 

研究主題  自ら学びをアップデートする子の育成  

〜分析・みつめ・自己調整！ 学ぶって楽しい授業づくり〜 

 

研究仮説  授業中盤の「アップデートタイム」で自分の学びを客観的に判断し，最適な方法を

再選択する場を保障するとともに，整理・分析した跡を根拠に「みつめタイム」で

自らの変容を自覚させる実践を全校で積み重ねれば，子供は自ら学びを最適化

し，学ぶ喜びを実感することができるだろう。 

 

 

 

めざす児童像 

「進んで学ぶ子 思いやりのある子 健康でたくましい子」 
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自ら学びをアップデートする子の育成  
 

〜分析・みつめ・自己調整！ 学ぶって楽しい授業づくり〜 

授業中盤の「アップデートタイム」で自分の学びを客観的に判断し，最適な方法を再選択す

る場を保障するとともに，整理・分析した跡を根拠に「みつめタイム」で自らの変容を自覚させ

る実践を全校で積み重ねれば，子供は自ら学びを最適化し，学ぶ喜びを実感することができ

るだろう。 
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（１）研究構想図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）研究の重点（授業づくり） 

○重点１：「アップデートタイム」による学びの自己調整 

○重点２：終末の「みつめタイム」による成長の自覚 

具体的な方策 

・重点１：授業の中盤に『中間みつめ』を位置づけ、自分の状況を判断した上で、友達の技を

参考にしたり学びの場を選び直したりして、ゴールへ向かう思考を最適化する。 

・重点２：整理・分析した思考の跡を根拠に、『4つのメガネ』を用いて自らの変容を言語化す

ることで、確かな成長の実感と『学ぶって楽しい！』という次への意欲につなげる。 

  

（３）共通実践につなげるためのモニタリングとアシスト 

○ 毎週１回（金曜日），ふり返りタイム「Eduチャージ」を実施し，整理・分析の良例や各学

年での ICT 活用の効果的な実践等を即時共有することで，日々の指導のアップデートを図

る。 

○ 思考ツールやふり返り記述を掲示する「研究推進ボード」を設置し、他学年の実践を日常的

に可視化することで、校内全体の指導基準のズレを調整し，共通化を図る。 

● 学期に１回，ブロック別の「相互授業参観」を行い，「認め・励ます」という共通の視点で

見合い，互いの良さを付箋や対話で伝え合うことで、全校で温かな自己決定の場づくりを促

進する。 

 

３ 評価・検証方法 

○共有された良例や ICT活用術が他学級でどれだけ追実践され、教師の「指導の引き出し」や

児童の反応がどう変化したかを、アンケートや記述から分析する。 

●相互参観を通じた「認め・励ます」指導の広まりと、児童のふり返り記述における「自己決

定・自己調整」に関する言葉の増加との相関を調べ、その変容を立証する。 
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４ 研究の組織 

                
 
 
 
 
 
 
 
 
                 
               

 

 

 

 

 

 

【研修会について】 

★研究推進委員会（推進委員） 

   月に 1回程度，研究の進捗状況の確認，各チームからの提案・確認・共有 

★全体研修会（全員） 

   月に 1回程度，共通実践の確認，各チームで確認 

★指導案検討会（低学年ブロック・高学年ブロック） 

   要請訪問の指導案検討を行う（訪問日の 1ヵ月程度前） 

★模擬授業（指定授業，全体研修は全員） 

   要請訪問の模擬授業を行う（訪問日の 2週間程度前） 

★授業整理会（全員） 

   要請訪問の授業整理会を行う（訪問後） 
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